
 

  

 

 

歴史の証言者に    

                               校長 小林 茂雄  

明日から夏休みです。先週の 3者面談では 1学期の振り返りを行い、今後の目標も定まったことと思

います。今年の夏休みは 37日間です。3年生にとっては部活を引退していよいよ本格的な将来（進路）

に向けての出発です。２年生は部活などにおいて自分たちが中川西中学校の中心となってゆきます。 

１年生にとっては中学校での初めての夏。それぞれ立場や、目標は違うかもしれませんが、夏の炎天下

での過ごし方（努力）が、秋の実り（成果）につながってくることは間違いないと思います。是非、有

意義な夏休みにしてほしいと思います。 

さて、いよいよ東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ２０２０が、今週２３日金曜日から開催されます。コロナ禍で

開催自体が疑問視される中での挙行となりました。昨日も入国した選手に陽性者が出ていることなど、

今後も予断を許さない状況です。 

日本でのｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ開催は１９６４年の東京五輪と１９７２年の札幌大会、１９９８年の長野

大会に続き４度目の開催となります。この約半世紀の間に４回ものｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸが開催され、しか

も同じ場所で２度開催されることは歴史的快挙です。本来ならば今回の大会は国を挙げて喜び、戦うア

スリートたちに対して国境を越えて応援し合う素晴らしい大会なのです。しかしコロナ感染症の新規感

染者が増加している今、心から喜んでこの大会を観戦する気持ちにはなりにくい状況です。それでも開

催が決まって、実際に運営されている現状で、私たちができることは開催の賛否を度外視して、１年間、

開催が延長されて悩み苦しんだ選手たちのパフォーマンスをしっかり見守り、応援してゆくことではな

いかと思います。それと同時に３度はないであろう東京でのｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸという歴史的出来事を、

実際には会場に行くことはできなくても色々な方法で体験してみましょう。そしてこの開催によって新

型コロナウイルスの状況を含め、今後の日本について歴史の証言者としてしっかり一人ひとりが積極的

に関わっていく意識でこの大会を観ることが大切なのではないかと思っています。今回の大会に関して

は様々な大人たち（IOC 関係者・政治家・医療関係の専門家・マスコミなど）が様々なことを言ってい

ます。どれが正しくてどれが間違っているかは、なかなか分かりにくいことだと思いますが、それぞれ

の発言が誰のために発せられているのかをよく聞いて、これから日本の社会を担う一員として考えてみ

ることも、大人になるためのいい機会だと思います。私自身も開催国に住む一人としてこの大会を見守

り、感染症対策などを含め、一つひとつの課題を意識して行動していきたいと思います。 
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 自立と貢献  健康と思いやり  対話と融和 

≪学校教育目標≫ 

 ～自分に適した生きる力を実現する子供を育てます。～ 

○より良い生き方を創るため、自ら学ぶ力を育てる（知） 
○豊かなかかわりを通して互いに認め合う心を育てる（徳） 
○自他の生命を大切にさせるとともに健やかな体を育てる（体） 
○社会の一員として貢献できる態度を育てる（公） 
○様々な人々とのコミュニケーションを通じて世界への視野を育てる（開） 
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 よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト 都筑区審査会 

6月30日金曜日、都筑区役所６階会議室において都筑区内公立中学校８校の代表者が、

SDGｓ（持続可能な開発目標）に基づく１７の視点から「国際平和のために自分ができる

こと」をテーマとして自分の考えや思いを伝え合いました。 

コンテストの結果、本校から出場した３年１組平木娃衣さんが優秀賞に選ばれました。

平木さんは自分の身の回りにあるチョコレートを題材に、授業で学んだ西アフリカの現

状や国連の子ども権利条約、フェアトレード（各国が対等に取引できる貿易の仕組み）

について発表しました。 

とても表現力豊かな素晴らしいスピーチでした。 

 

 

  可能性を信じて 

あなたは知っていますか？甘いチョコレートの背景に児童労働をしている子供たちが存在す

ることを。私は SDGｓの授業で児童労働について知りました。生まれた環境が違うだけで、同世

代の子供たちが生きていくために働かなければいけないという現実に、私は大変ショックを受け

ました。 

授業で見た西アフリカのカカオ農園の動画には、毎日朝から晩まで十メートルを超える高い木

に登り、カカオを採ったり、危険な農薬をまいた重い荷物を運ぶなど過酷な労働をする子供たち

の姿がありました。動画の中で１１歳の男の子が言っていました。「本当は学校に行きたいけど

生きていくには働くしかない。」そう話す彼の悲痛な表情に、私は胸を締め付けられました。同

時に、今まで何も知らずにチョコレートを食べ、バレンタインには友チョコ交換などとはしゃい

でいた自分が情けなくなりました。世界には児童労働をしている５歳から１７歳の子供が１億５

千万人いるといわれています。どうして子どもたちが学校にも行かず、働かなければならないの

でしょうか？ 

１９８９年、国連は子供の権利条約を採択しました。この権利には教育を受ける権利も含まれ

ています。２０１５年の国連サミットで採択された SDGｓでは、２０２５年までに全ての児童労

働を終わらせることを目標に掲げています。様々な国際協力で、児童労働は減少しつつあります

が、根絶までの道のりはまだ遥か遠い先です。 

どうすれば児童労働をなくすことができるのでしょうか？私は子供が働かなくても生活でき

る十分な収入を親が得られる社会の仕組みが必要だと思います。貧困から抜け出すために何より

大切なことは教育で 

す。子供の可能性を引き出し、良い仕事につき、自立して生きてゆくことができます。 

 恵まれた環境にいる私たちにできることはあるのでしょうか？それは世界で何が起こってい

るのかを知るために学び、得た知識を周囲に伝えていくことです。私は SDGs の学びを通して、

児童労働について知りましたが、同時に生産国と消費国を公平につなぐフェアトレードの仕組み

があることも知りました。このことを多くの人に伝え、共感してくれる人が増えれば、フェアト

レードの商品を買う人が増え、生産国の支援につながります。いつかフェアトレードが当たり前

の社会になっているよう私は発信し続けていきたいです。私たちの消費するものが世界の誰かを

苦しめる原因になっていないか、今一度考えてみましょう。 

  すべての子供たちが自分の可能性を信じて自分の意志で生きていけるよう、私たちにできる 

      ことを共に考えていきましょう。 

 



3年生修学旅行事前学習発表会 

7 月 2 日の総合の時間に、3 年生はクラス代表による修学旅行調べ学習のまとめの発表

会を行いました。これまで 4 月から修学旅行にむけて、班別のコース作りや生活の決まり

などとともに、京都や奈良の様々なことについて調べ学習を行ってきました。そして先日

クラス毎でその発表を行い、クラスの優秀作をクラス代表としてこの日、放送室から学年

発表会を行いました。どの発表も素晴らしく、様々な興味深い内

容についてユーモアを交えて発表してくれました。調べ学習を頑

張った 3 年生の皆さん、そして発表会を運営した学習係の皆さん、

とても素晴らしい発表をありがとうございます。 

 

自動販売機が入ります 

生徒会の意見箱に寄せられていた校内での自動販売機の導入について、昨年度末から生

徒会本部の生徒と何度か意見交換を行ってきました。近年の猛暑に伴う熱中症対策や災害

時における緊急の飲料水の確保など、様々な面を考慮して自動販売機を導入することとい

たしました。８月のお盆過ぎに設置して、運用は２学期からとなります。設置場所はＡ棟

１階昇降口になります。本日の終業式において生徒会長から運用に関する話がありました。

皆さんがお互いに気持ちよく自動販売機を使って潤いのある生活を送るためにルールとマ

ナーを守って利用していきましょう。 

修学旅行保護者説明会 

７月９日（金）に３年生修学旅行保護者説明会を行いました。今回も新型コロナウイル

ス感染症対策として、各教室で放送による説明会とさせていただきました。まず各担当職

員からは日程と生活や保健安全に関する説明をさせていただき、続けて今回の修学旅行実

行委員長の小川空さんから修学旅行に向けての決意表明の言葉がありました。旅行会社の

担当からは宿泊施設や新幹線・バスなどの交通機関におけるコロナ対策や中止になった場

合の取消料などの話がありました。最後に学年主任から今後の修学旅行に伴う予定の話を

して説明会は終了しました。質疑の時間が取れなかったため、後日質問に関する回答をプ

リントで配付いたしました。ご来校いただきました保護者の皆様、お忙しい中ありがとう 

ございました。 

 

 個人面談 

先週７月１２日（月）から１６日（金）まで３者面談を行いました。

１学期の学校生活や成績を基に夏休みの過ごし方や２学期の取り組みに

ついて相談できたことと思います。お暑い中ご来校いただきましてあり

がとうございました。 



心のなんでも相談室のご案内 

□学校ｶｳﾝｾﾗｰ来校日 毎週火曜日 

８月予定 31日 

９月予定  7日・14日・21日・28日 

□相談時間 ９時～１７時 

  事前の予約をお願いします。 

□場所 本校Ａ棟１Ｆ 

 教育相談室（保健室となり）  

相談日のみ直通電話  045-911-9671 

 

 連絡票の表記が変わります。 

先日ご案内を配付させていただきましたが、今

年度より連絡票の表記を一部変更いたします。 

連絡票においては学習における表記のみと

し、その他の委員会・部活動・係活動・出席等

については面談時の確認票でお知らせする形

といたしました。また、面談でご質問等いただ

いていますので、保護者の方々の負担軽減のた

めに「保護者から」というプリントも割愛する

ことといたしました。 

第２回定期テスト（9 月）について 

9 月 9 日 10 日に行われる第 2 回定期テストは

従来の 3 日間から 2 日間に変更いたします。 

１日目 1・2 年生は昼食あり 4 教科（国・社・理・音） 

3 年生は午前のみ 3 教科（国・社・理） 

2 日目 全学年昼食あり 

    1 年（体・英・社・学活） 

    2 年（体・社・英・美術） 

    3 年（自学・社・英・学活） 

授業時数の確保と行事に伴う学活の確保ため

に変更いたします。ご理解とご協力をお願いいた

します。横浜型給食とはらの弁当は従来通り注文

いただけます。 

≪入試情報≫ 

７月１８日より、全私学 WEB 展がアップ

されています。ご利用ください。 


